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宮
崎
県
綾
町
。
日
本
最
大
級
の
照

葉
樹
林
を
持
つ
こ
の
町
に
は
、
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
じ
目
的
で

活
動
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
２
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
違
い
と
は
？

九
州
に
赤
谷
の
“
姉
妹
”

「
綾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
「
姉
妹
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
こ
と
を
、
み
な
さ

ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
０
４
年

に
正
式
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
１

年
後
の
２
０
０
５
年
に
、
九
州
の
宮
崎

県
で
「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
正
式
名
称
は

「
綾
川
流
域
照
葉
樹
林
帯
保
護
・
復
元
計

画
」、
通
称
「
綾
プ
ロ
」
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
交
流
は
、

意
外
な
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

昨
年
10
月
、
機
会
を
い
た
だ
き
、
宮

崎
県
綾
町
の
現
場
を
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
訪
問
時
に
お
世
話
に
な
っ

た
綾
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

以
下
、
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
「
綾
プ
ロ
」、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

「
赤
谷
」
と
略
称
し
ま
す)

照
葉
樹
林
が
シ
ン
ボ
ル

観
光
客
年
間
１
０
０
万
人

　

綾
町
は
宮
崎
市
の
北
に
隣
接
す
る
町

で
、
宮
崎
市
の
中
心
部
か
ら
車
で
40
分

～
１
時
間
ほ
ど
で
町
の
中
心
部
に
到
着

で
き
ま
す
。
合
併
前
の
旧
新
治
村
と

比
べ
る
と
、
人
口
は
ほ
ぼ
同
じ
（
約

７
５
０
０
人
）、
面
積
は
約
半
分
（
１
万

ha
弱
）
で
す
。

　

産
業
は
有
機
農
業
を
中
心
と
す
る

農
業
が
主
で
す
が
、
観
光
も
年
間

１
０
０
万
人
と
多
く
の
観
光
客
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
「
照
葉
樹
林
文
化

都
市
」
を
宣
言
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
１
９
６
６
年
当
時
の
町
長
が
、

現
在
の
綾
プ
ロ
区
域
内
に
あ
る
照
葉
樹

林
（
１
年
を
通
じ
て
葉
が
緑
な
広
葉
樹

を
主
と
す
る
森
林
）
の
伐
採
計
画
に
反

対
し
、
伐
採
を
中
止
さ
せ
た
こ
と
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
運
動
の
過
程
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
、
そ
の
後
、
全
国
に
先
駆
け

た
有
機
農
業
の
確
立
、
自
治
公
民
館
運

動
に
よ
る
住
民
の
自
治
力
の
向
上
、
照

葉
大
吊
り
橋
・
手
づ
く
り
工
芸
の
里
な

ど
に
よ
る
観
光
客
の
誘
致
な
ど
、
さ
ま

自
然
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
委
員

東
京
農
工
大
学

土
屋 

俊
幸

図1

【連携会議】
行動計画・中長期目標の策定
各主体での取り組みの企画・調整
各主体で共同した取り組みの形成等

綾川流域照葉樹林保護・復元計画
（綾の照葉樹林プロジェクト）

―運営体制図―

宮崎県

九州森林管理局

㈶日本自然保護協会 てるはの森の会

綾　町

一般市民 民間企業

姉
妹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
綾あ

や

の
照し

ょ
う
よ
う
じ
ゅ
り
ん

葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て

― 

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
比
較
か
ら 

ー

赤
谷
の
森
で
わ
か
っ
た
こ
と
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ざ
ま
な
施
策
が
行
わ
れ
、「
照
葉
樹
林
」

は
地
域
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま

し
た
。

官
民
５
者
で
協
定
を
結
び

役
場
に
専
門
監
を
置
く

　

綾
プ
ロ
は
図
１
の
よ
う
に
、
林
野
庁

九
州
森
林
管
理
局
、
日
本
自
然
保
護
協

会
、
宮
崎
県
、
綾
町
、「
て
る
は
の
森
の

会
」
の
５
者
が
、
協
定
書
を
締
結
し
、

人
の
手
が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
な
い
日

本
最
大
級
の
照
葉
樹
林
（
写
真
１
）
の

保
護
と
、
植
林
地
な
ど
の
照
葉
樹
林
へ

の
復
元
、
自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く

り
を
目
的
に
始
め
た
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
は
、
国
有
林
を
主

体
に
県
・
町
有
林
を
合
わ
せ
た
約
１
万

ha（
赤
谷
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
）
の
森
林
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

  

「
て
る
は
の
森
の
会
」
は
、
こ
れ
ま
で

綾
町
や
宮
崎
市
で
活
動
し
て
き
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
６
団
体
が
参
加
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
ス
タ
ッ
フ
２
人

が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
事
務
局
と
し
て
、
綾
プ
ロ
５
者
の
連

携
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
町
役
場

に
は
、「
照
葉
樹
林
文
化
推
進
専
門
監
」

ポ
ス
ト
が
設
置
さ
れ
、
綾
プ
ロ
と
の
調

整
を
担
い
ま
す
。

「
綾
」と「
赤
谷
」の
違
い

互
い
に
学
ん
で

　

こ
の
よ
う
な
綾
プ
ロ
の
試
み
と
私
た

ち
の
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
し
く
み
や

活
動
を
比
べ
て
み
る
と
、
赤
谷
の
特
徴

や
課
題
が
よ
く
見
え
ま
す
。

　

赤
谷
の
大
き
な
特
徴
は
、
一
昨
年
に

策
定
し
た
「
赤
谷
の
森
・
基
本
構
想
」

を
も
と
に
、
２
０
１
１
年
、
国
有
林
の

正
式
の
計
画
で
あ
る
「
赤
谷
の
森　

管

理
経
営
計
画
」
を
、
住
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
作
っ
た
こ

と
で
す
。
住
民
で
作
る
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
地
域
協
議
会
と
日
本
自
然
保
護
協

会
、
林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
が
、
長

時
間
の
議
論
を
踏
ま
え
て
協
働
で
策
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
東
森
林
管
理
局
赤
谷
森
林

環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
、
国

の
機
関
と
し
て
専
任
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
専
門
家
が
自
然
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
会
議
を
核
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、「
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
さ
ま
ざ

ま
な
自
然
環
境
の
状
況
の
観
察
・
記
録

を
続
け
、
質
量
と
も
に
大
変
高
度
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

も
、
綾
プ
ロ
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

赤
谷
の
誇
る
べ
き
特
徴
で
す
。

　

一
方
、
綾
プ
ロ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

地
域
住
民
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
組
織
が

事
務
局
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
っ

張
っ
て
い
く
体
制
、
町
が
地
域
づ
く
り

の
要

か
な
め

と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
中
心
的

に
関
わ
る
し
く
み
は
、
赤
谷
で
は
弱
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

写
真
２
の
よ
う
に
、
綾
プ
ロ
で
は
「
て

る
は
の
森
の
会
」
会
報
最
新
号
で
赤
谷

を
取
り
上
げ
、
新
た
な
取
り
組
み
を
始

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
も
、
今
後
こ
の
姉
妹
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
か
ら
積
極
的

に
学
び
、
と
も
に
生
物
多
様
性
の
保
全

に
基
づ
い
た
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

「赤谷プロジェクト」を
特集した
「てるはの森の会」会報

人の手がほとんど入っていない日本最大級の照葉樹林

写真2

写真1
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た
ね

木
の
実
は
動
物
の
エ
サ
に
も

　
「
豊
凶
」
と
は
、豊
作
と
凶
作
の
こ
と
。

豊
凶
調
査
と
は
、
ち
ゃ
ん
と
芽
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
健
康
な
種
（
健
全
な
種
）

が
毎
年
ど
れ
く
ら
い
で
き
て
い
る
の
か

を
知
る
た
め
に
、
種
の
状
態
と
数
を
調

べ
る
こ
と
で
す
。

　

木
の
実
は
樹
木
の
種
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
動
物
た
ち
の
エ
サ
に
な

り
ま
す
。
た
と
え
ば
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、

コ
ナ
ラ
な
ど
の
木
の
実
は
、
ネ
ズ
ミ
、

リ
ス
、
ク
マ
、
さ
ら
に
鳥
や
昆
虫
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
動
物
の
エ
サ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
を
調
べ
る
と
、

森
の
し
く
み
が
わ
か
る
の
で
す
。

　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
エ
リ
ア

内
の
７
種
類
31
本
の
木
を
、
毎
月
の
「
赤

谷
の
日
」
に
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
木
の
内
訳
は
、
標
高
の
低
い
と

こ
ろ
に
あ
る
ブ
ナ
６
本
、
標
高
の
高
い

と
こ
ろ
に
あ
る
ブ
ナ
５
本
、
イ
ヌ
ブ
ナ

５
本
、
コ
ナ
ラ
５
本
、
ミ
ズ
ナ
ラ
５
本
、

ク
リ
３
本
、
ト
チ
ノ
キ
１
本
、
オ
ニ
グ

ル
ミ
１
本
で
す
。

“
健
全
な
種
”を
よ
り
分
け
て

豊
凶
を
決
定

　

毎
年
、
花
が
咲
く
頃
か
ら
種
が
落
ち
る

頃
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木
の
下
に
直
径�

80
㎝
ほ
ど
の
網
（
ト
ラ
ッ
プ
）
を
設
置

し
て
お
き
、
網
の
中
に
落
ち
た
木
の
実

を
毎
月
調
べ
ま
す
。

　

木
の
実
は
健
全
な
も
の
、
未
熟
な
も

の
、
受
粉
せ
ず
に
中
身
が
ス
カ
ス
カ
の

も
の
（
し
い
な
）、
動
物
に
食
べ
ら
れ

た
も
の
に
分
け
ま
す
。
健
全
な
木
の
実

の
数
が
多
け
れ
ば
豊
作
で
、
虫
食
い
の

木
の
実
ば
か
り
の
と
き
は
、
凶
作
で
す
。

昨
年
、
赤
谷
の
森
で
は
ブ
ナ
が
あ
ち
こ

ち
で
ま
と
ま
っ
た
花
を
つ
け
、
豊
作
と

な
り
ま
し
た
。

　

毎
月
の
調
査
で
は
、
周
辺
の
木
々
と

比
較
し
な
が
ら
、
木
の
枝
ぶ
り
、
花
や

葉
の
付
き
具
合
な
ど
木
の
健
康
状
態
を

観
察
し
ま
す
。
ま
た
、
花
芽
（
冬
芽
）、

新
緑
、
実
の
成
長
、
さ
ら
に
は
紅
葉
（
黄

葉
）
の
様
子
等
、
木
の
実
が
生
産
さ
れ

る
ま
で
の
、
木
の
一
年
の
営
み
に
お
い

て
、
気
象
条
件
や
他
の
生
物
か
ら
の
影

響
が
い
つ
目
立
っ
て
い
た
か
、
気
付
い

た
現
象
も
記
録
し
ま
す
。　

　

豊
凶
調
査
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
始

め
ら
れ
、
２
０
１
１
年
ま
で
に
６
年
分

の
デ
ー
タ
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
詳
細
は

報
告
書
等
で
報
告
い
た
し
ま
す
。
今
後

も
森
の
営
み
を
知
る
た
め
に
、
森
に
関

わ
る
様
々
な
人
々
と
と
も
に
、
世
代
を

つ
な
い
で
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

�

（
豊
凶
調
査
チ
ー
ム
）

サポーター活動の紹介

豊凶調査中のサポーター

ミズナラの木に設置されたトラップ

樹
木
の「
種
」の

な
り
具
合
を
調
べ
る―

豊ほ
う
き
ょ
う凶

調
査
―

森
の
姿
は
木
々
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。
木
も
動
物
と
同
じ
よ
う

に
、
子
孫
を
残
す
た
め
に
種
、
つ
ま
り
木
の
実
を
つ
け
ま
す
。
そ

の
木
の
実
を
調
べ
る
と
、
森
の
営
み
や
未
来
が
見
え
て
き
ま
す
。

赤谷の森だより平成 24 年 1 月 31 日 第 19 号 （6） 



○�各ワーキンググループ会議
渓流環境復元：10月６日（現地検討会）、11月12日（現地調査）
ほ乳類：１月18日
フィールド利用：１月31日
環境教育：12月22日
猛禽類：１月21日
植生管理：11月25日、１月26日
地域づくり：10月22日、１月30日

○�赤谷プロジェクト地域協議会会合
１０月４日、11月6日、12月4日、5日、11日、25日、1月9日

○赤谷の日（いきもの村ほか）
10月1日～2日、11月5日～6日、12月3日～4日、1月7日～8日

○猛禽類調査（赤谷の森全域）
10月1日、6日、8日、9日、19日、20日、26日、27日、�
11月1日、3日、9日、10日、17日、18日、22日、28日、30日、
12月1日、7日、9日、10日、11日、13日、16日、18日、23日～
25日、29日、１月8日、9日、10日、17日、18日、19日、24日、
25日、28日、29日

○ホンドテンモニタリング調査�
��（赤谷の日以外の調査日、赤谷の森全域）
10月9日、16日、18日、11月14日、16日、27日、12月8日、
23日、24日

赤谷プロジェクト活動日誌10月～1月

 活動日 活動内容(活動場所)
10月��2日 ムタコの日（ムタコ沢他）
10月��4日 沼田北小学校５年生環境教育（高原千葉村）
10月��5日 新治小学校６年生遠足（旧三国街道）
10月��8日 第１回茂倉沢治山検討会（茂倉沢）
10月13日 センサーカメラ一斉調査（赤谷の森全域）
10月16日 緑のダム実験・濁度調査（ムタコ沢）
10月21日 みなかみ町視察（茂倉沢他）
10月23日 赤谷の森自然散策（小出俣）
10月26日 前橋林道土木協会視察（茂倉沢他）
11月14日 旧三国街道マップづくり会合（まんてん星の湯）
11月23～24日 センサーカメラ一斉調査（赤谷の森全域）
11月29日 南魚沼市林業普及協会視察（茂倉沢他）
12月��6日 旧三国街道マップづくり会合（まんてん星の湯）
12月��9日 新治小学校遠足事後学習（新治小学校）
12月12日 森林環境保全研究会視察（小出俣他）
12月17～18日 ASTR初回講習会（いきもの村他）
12月27日 自然環境モニタリング会議（日本自然保護協会）
�1月13日 調整会議（利根沼田広域観光センター）
�1月30日 旧三国街道マップづくり会合（多目的集会所）

　
冬
の
森
林
・
冬
芽
の
観
察
、

　
　
　
冬
季
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン

［
実
施
日
］
2
月
19
日（
日
）

［
集
合
場
所
・
時
間
］
関
東
森
林
管
理
局
（
前
橋
市
）

→
９
時
出
発
→
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
（
沼
田
市
）

９
時
50
分
出
発
→
終
了
時
間
15
時
30
分
（
現
地
）

［
募
集
対
象
］
小
学
４
年
生
以
上
（
小
中
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

［
参
加
費
］
無
料　

先
着
30
名

［
募
集
締
切
］
2
月
13
日（
月
）

［
服
装
な
ど
］
自
然
散
策
が
で
き
る
服
装
（
長
袖
、

帽
子
、
雨
具
）
防
寒
着
、
長
靴
。
昼
食
、
飲
み
物
は

ご
持
参
下
さ
い
。

［
申
し
込
み
先
］
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー�

☎
０
２
７
８
（
６
０
）１
２
７
２

赤
谷
の
森
自
然
散
策

イ
ベ
ン
ト
情
報

赤谷プロジェクトの活動赤谷プロジェクトの活動

　

平
成
24
年
1
月
付
け
で
、
関
東
森
林
管
理
局
計
画

課
に
赴
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
林
官
を
３
年
弱
ほ
ど
勤
め
、
林
業
分
野
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
経
験
を
、
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人新メンバーの
紹介

髙
たか

藤
ふじ

聡
さと

志
し

参加者募集中
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本誌や赤谷プロジェクトに関してのお問い合わせ先は、こちらへどうぞ！

赤谷プロジェクト地域協議会

代表幹事　林　　　泉
TEL.0278-66-0888

事務局長　安田　剛士
TEL.0278-22-2119
http://blog.livedoor.jp/mutakosawa/

㈶日本自然保護協会

プロジェクト担当  出島　誠一
TEL.03-3553-4107

http://www.nacsj.or.jp/akaya/index.html
メールアドレス akaya@nacsj.or.jp

林野庁関東森林管理局
赤谷森林環境保全ふれあいセンター

所長　葊橋　潤
TEL.0278-60-1272

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/akaya_fc/index.html
メールアドレス akaya_postmaster@rinya.maff.go.jp

　

み
な
か
み
町
は
利
根
川
源
流
の

町
と
し
て
、
利
根
川
上
流
８
ダ
ム

の
う
ち
の
４
つ
を
有
し
て
お
り
、
貯

水
容
量
は
合
計
３
億
７
０
０
０
万

㎥
に
の
ぼ
り
、
８
ダ
ム
全
体
の
約

60
％
を
占
め
て
い
ま
す
。    

　

こ
れ
ら
の
ダ
ム
群
が
首
都
圏
の

水
が
め
と
し
て
生
活
と
産
業
を
支

え
、
水
を
通
し
て
日
々
３
０
０
０
万

人
の
人
々
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
個
人

的
に
は
、
ダ
ム
に
よ
る
利
水
治
水

の
安
全
度
向
上
に
関
す
る
配
慮
が

近
年
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
危き

ぐ惧
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
は
多
様
な
価
値
観
を

尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
理
解

し
て
い
ま
す
。

　

町
は
「
み
な
か
み
・
水
『
環
境
力
』

宣
言
」
を
行
い
、
首
都
圏
を
抱
え

る
利
根
川
の
最
上
流
域
と
し
て
、

環
境
に
配
慮
し
水
と
森
林
を
守
る

責
務
を
果
た
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

森
林
を
守
る
活
動
と
し
て
は
利

根
川
源
流
森
林
整
備
隊
を
組
織
し
、

流
域
住
民
と
協
働
し
て
、
毎
年

１
０
０
ha
以
上
の
民
有
林
を
保
全

と
再
生
を
目
的
に
整
備
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
昨
年
４
月
に
は
、「
み
な
か

み
町
自
然
環
境
及
び
生
物
多
様
性

を
守
り
育
て
る
た
め
昆
虫
等
の
保

護
を
推
進
す
る
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
画
一
的
に
自
然

保
護
や
環
境
保
全
を
図
る
の
で
は

な
く
、
多
様
な
野
生
動
植
物
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
手
法
に

よ
り
、
積
極
的
に
保
全
活
動
し
て

い
る
人
た
ち
の
努
力
を
で
き
る
だ

け
大
切
に
し
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
関
与
す
る
こ
と
が
支
援
に
つ

な
が
る
の
か
と
も
に
考
え
な
が
ら

進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
か
み
町
は
町
づ
く
り
に
お

い
て
も
、
地
域
の
特
徴
と
歴
史
を

生
か
し
た
地
域
独
自
の
自
発
的
な
活
動
を
大
切

に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
最
大
限
に
生
か
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ン
ド
の
方
々
が
協
働
し
て
自
発
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
、
み
な
か
み
町
内
の
広
い

範
囲
の
自
然
保
護
、
保
全
に
寄
与
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
み
な
か
み
町
と
協
力
し
て
ご
努

力
い
た
だ
く
こ
と
を
、
強
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

この情報誌は、大豆を利用した植物性インキと間伐材を使用した用紙を使用しています。

み
な
か
み
町
町
長

　

岸
　  

良
　
昌

赤谷プロジェクト、って？

赤 谷 プ ロ ジ ェ ク ト に 望 む こ と

　赤谷プロジェクトは、人と自然の共生と持続可能な地域づく
りをめざして活動しています。地域、自然保護団体、国有林管
理者という立場の異なる三者がともに活動するという、全国的
にもめずらしい取り組みです。
　活動地域は、旧新治村三国山脈に広がる、約１万ha（10km
四方） の国有林。ほぼ中央に赤谷川が流れることから、「赤谷の
森」と呼んでいます。
　植物や生きものの調査・研究、環境教育、研修の受け入れな
ど、活動はさまざま。毎月第一土・日曜日に行われる「赤谷の日」
には、県内外のサポーターが調査や体験学習などを行っていま
す。また地域協議会では、子ども向けの 「ムタコの日」 なども
開催しています。
　どなたでも参加できますので、お気軽にお問い合わせ下さい。
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